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JENESYS2017 招へいプログラム第 11 陣の記録  

対象国：カンボジア，タイ，ベトナム，ミャンマー，ラオス 

テーマ：(社会)日・メコン 5 か国産業交流 

 

 

１．プログラム概要 

 対日理解促進交流プログラム「JENESYS2017」の一環として，カンボジア，タイ，ベ

トナム，ミャンマー，ラオスより社会人 30 名が，2017 年 11 月 28 日～12 月 5 日の日程

で来日し，「日・メコン 5か国産業交流」をテーマとしたプログラムに参加しました。 

 本プログラムは，「日・メコン連結性イニシアティブ」におけるソフト面での連結性

強化を目的とするものです。参加者は、日本の道路・鉄道・港湾のインフラの現状に関

する講義や，実際の鉄道整備現場，高速道路管理現場の視察を通して，安全で質の高い

インフラを維持する取り組みと，整備に関わる人材の育成について学びました。宮城県

南三陸町では，震災後の緊急対応から復興計画策定，町の復興に向けた長期的な取り組

みについての講義・現場視察を通じて，日本人の逆境を乗り越えようとする強い精神に

感銘を受け，行政と市民の協働による計画的な活動に関心を高める機会となりました。 

また，日本人との交流を通して日本についての理解を深め，各々の関心事項や体験に

ついて SNS を通じて対外発信を行いました。帰国前の報告会では，訪日経験を活かした

帰国後のアクション・プラン（活動計画）についてグループ毎に発表しました。 

 

【参加国・人数】 

30 名（カンボジア 6 名，タイ 6名，ベトナム 6名，ミャンマー6名，ラオス 6名， 

※50 音順） 

 

【訪問地】 

東京都，宮城県 

 

２．日程    

 

11 月 28 日(火) 来日 

 【オリエンテーション】 

11 月 29 日(水) 【日本理解講義／基調講演】国土交通省 

 【テーマ関連施設視察】NEXCO 中日本コミュニケーション・プラザ川崎 

11 月 30 日(木) 【テーマ関連施設視察】東京急行電鉄株式会社長津田車両基地 

 【テーマ関連講義】JICA 東南アジア・大洋州部計画・ASEAN 連携課 

12 月 1 日(金) 【テーマ関連施設視察】山九株式会社横浜コンテナターミナル(物流・

プラントエンジニアリング) 

 都内から宮城県へ移動 
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12 月 2 日(土) 【地域概要講義】南三陸町 

 【防災関連施設視察】復興現場視察（魚市場・商店街・公営住宅等） 

12 月 3 日(日) 地方から都内へ移動 

 【ワークショップ】 

12 月 4 日(月) 【表敬訪問】堀井巌外務大臣政務官 

 【報告会】 

12 月 5 日(火) 離日 

 

３．プログラム記録写真  

  
11/29【日本理解講義／基調講演】国土交

通省 

11/29【テーマ関連施設視察】NEXCO 中日本

コミュニケーション・プラザ川崎 

  

11/30【テーマ関連施設視察】東京急行電

鉄株式会社長津田車両基地 

11/30【テーマ関連講義】独立行政法人 国

際協力機構(JICA) 

 
 

12/1【テーマ関連施設視察】山九株式会社

横浜コンテナターミナル 
12/2【地域概要講義】南三陸町 
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12/4【表敬訪問】堀井巌外務大臣政務官 12/4【報告会】 

 

４．参加者の感想（抜粋） 

◆ カンボジア 社会人 

 最も印象的な講義はJICAによる「日本とメコン5か国の持続可能性」に関する内容でした。日本

政府がＪＩＣＡを通じてメコン5か国に多大な支援をしていることを学びました。日本人からの支援で

私たちの組織も発展する機会を頂いています。私の組織は日本から多くの支援を受けています。 

視察に関しては，南三陸町が印象的でした。被災に関するビデオを見て，大変衝撃を受けました。

日本人は逆境を成功に変え，住民のためにさらにより良い地域に再建していこうという強い考え

方を持っています。 

 

◆ タイ 社会人 

 最も印象的なプログラムは南三陸町訪問でした。私の故郷も海の近くに位置しているので，同じ

ように津波の問題に直面しています。かつて町が被害を受けたこともあったので，南三陸町の

人々と同じ状況にあります。南三陸町が進めている復興計画で，土地を換地することによって住

民を津波の脅威のない高台に移転する政策に感心しました。そして町役場はその土地を活用し，

住民のために新しいビジネスの機会を提供します。また，役場はどのようにすれば住民が自然の

脅威を忘れることなく，自然と共存するかを考えています。 

 

◆ ベトナム 社会人 

 ＮＥＸＣＯ中日本，東京急行電鉄株式会社，山九株式会社を訪問した時に，従業員の働く姿に

感銘を受けました。勤勉で慎重に職務を果たしていました。全ての労働過程は規則を遵守しなが

ら行われています。そして安全を常に優先しています。日本の交通はほぼ完璧です。事故はなく，

道はきれいで，空気もきれいです。住民はすべてＧＰＳを使って最善の移動方法を見つけていまし

た。道路の質は高く，バスはスムーズかつ高速で走行することができていました。 

 

◆ ミャンマー 社会人 

 ＮＥＸＣＯ中日本，山九株式会社の訪問が特に良かったです。南三陸町役場は強い精神をもっ

て住民にサービスを提供していました。私たちは現地の復興の様子を視察しました。現地の方々

は大変心温まるもてなしをしてくれました。日本の民営化のシステムは良く，政府と企業の関係が

しっかりとした法律に基づいていました。 
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◆ ラオス 社会人 

 講義を通じて，都市部の交通渋滞を緩和するための道路や交通機関の管理を学びました。さら

に事故防止策や横浜港の管理運営が興味深かったです。視察先企業の従業員は皆，会社の発

展のために勤勉に働いていました。 

 

５．受入れ側の感想 

 受入れ団体関係者 

 訪日団の質問は，意外な点を突いてくることが印象的でした。国家体制の違いや民間

企業の社会的な立場の違いを改めて実感する機会になり，こちらも勉強になりました。 

 

 受入れ団体関係者 

 メコン諸国の方々に，我々の事業を紹介させていただく機会をいただき，ありがとう

ございました。若手リーダーの皆さんにも，アジアの経済回廊やメコンの連結性を意識

づけする機会となり，当方の広報の観点からも大変有意義な機会となりました。 

 

 受入れ団体関係者 

  視察研修において，参加者みなさまに改めて多様な面をご覧いただいていたのだなと，身が

引き締まる思いになりました。南三陸町が被災を受けた町という一面のみならず，地域で暮らす

人々，暮らし方，環境など，すべて含めて丁寧に発信して参りたいと思います。 

  

６．参加者の対外発信 

  

(カンボジア)プログラムについての発信

(Facebook) 

全員が十分に参加し，たくさんのことを学

んだ。素晴らしいアレンジをありがとう。 

(ベトナム)震災についての発信(Facebook) 

今立っている場所は，2011 年の津波に飲み

込まれ 600 人以上の方が命を奪われた場所。

今町は修繕だけのためでなく，輝かしい未来

のために再建しようとしている。私の下に見

える場所全てに津波が押し寄せた。 
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７．報告会での帰国後のアクション・プラン発表 

 

 

アクション・プランの発表(ベトナム) 

・SNS を通じて日本の文化，経済，インフラ，

技術，災害について発信する 

・今回参加した他のグループ，同僚，友人と

SNS を使い連絡を取り合う 

・日本とメコンの国々(ASEAN， GMS， CLMV

など)の省庁と連携を図る 

・日本企業との協力を拡大する 

アクション・プランの発表(ラオス) 

プロジェクトタイトル「首都ビエンチャンの

交通渋滞解決」 

・道路の新設・改良 

・都市交通計画のマスタープラン作成 

・交通機関利用の推奨 

・都市交通に関する情報提供 

・国際機関へ援助の要請 

 


